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第四に、薪炭林が大幅に減少した。高度経済成長期のエネルギー革命により、燃料は石油、ガス、電

気に変わり、薪炭林として活用されなくなり、針葉樹等の人工林へ転換されたり、雑木林として放置さ

れたりした。 
第五に、桑畑が大幅に減少した。桑畑は戦前の主産業であった製糸業の原料生産のため、明治になっ

てから急速に拡大したが、戦後化学繊維の普及や輸入により大きく減少した。 
第六に、森林の都市的利用への転換が進んだ。高度経済成長期に大都市圏への急激な人口流入による

住宅開発等により、都市近郊の林地が宅地化した。多摩ニュータウン等のニュータウン用地も多くは里

山だったところである。沖積地に人口が集積し住宅用地が不足していた広島市においても近郊の里山に

新興住宅地が開発され、近年土砂災害に見舞われているのは記憶に新しいところである。また、林地が

ゴルフ場やスキー場といったレジャー用地にも転換された。 
 
 以上のような森林面積の拡大要因と縮小要因の結果として、現在の森林面積は 150年前の森林面積
とほぼ同等となっている。社人研の中位推計によれば、我が国の人口は 2100年に 4,959万人と推計さ
れている。この人口は、百年前の 1911（明治 43）年の人口 4,985万人にほぼ等しい。このままでは人
口も 150年前に戻っていくことになるが、当時と比べると人口は偏在し、山間地域では既に明治期の人
口規模を割り込んでいる地域も少なくない。 
また、森林の構成も人工林が多くなっている。山間地域の著しい人口減少が進行する中で、人工林の

広葉樹林化等粗放的な管理を含め、人工林をいかに管理するかが問題となろう。 

 

（大野 淳） 


